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令
和
２
年
に
文
部
科
学
省
等
は
、「
学
校
の

働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ

い
て
」を
示
し
、
令
和
５
年
度
以
降
、
休
日
の

部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
に
移
行
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た【
資
料
１
】。

現
在
の
部
活
動
の
維
持
は
限
界

現
在
の
部
活
動
の
維
持
は
限
界

　
教
員
の
多
忙
化
を
背
景
に
、
心
身
の
不
調

を
訴
え
る
教
員
が
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
、

質
の
高
い
教
育
の
維
持
が
困
難
な
状
況
と
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
休
日
の
部
活
動
指
導
に
負
担
を
感

じ
る
教
員
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
立
学
校
教
員
に
は
残
業
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
た
め
、
教
員
は
少
額
の
手
当
の
み
で

休
日
の
部
活
動
を
指
導
し
て
い
る
実
態
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
部
活
動
は
、

大
部
分
を
教
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
取
組

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
状
況
で
現
在
の
形
で
の
部
活
動
を

維
持
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
今
後
は

持
続
可
能
な
形
に
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

改
革
は
生
徒
の
幸
せ
を
最
優
先
に

改
革
は
生
徒
の
幸
せ
を
最
優
先
に

　
一
方
で
生
徒
や
保
護
者
の
視
点
で
は
、
部

活
動
に
は
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
全

国
大
会
を
目
指
し
て
高
度
に
競
技
力
向
上
を

目
指
す
生
徒
も
い
れ
ば
、
体
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
や
、
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
を
目
的
に
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
部
活
動
の
現
状
と

し
て
、
専
門
的
な
指
導
が
可
能
な
顧
問
が
必

ず
し
も
各
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
単
独
校
で
チ
ー
ム
が

組
め
な
い
場
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
楽
し

く
活
動
を
し
た
い
、
学
習
も
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
も
、
休
日
の
活
動
時
間
が
長
い
こ
と

で
叶
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も
応
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
部
活
動
改
革

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
生
徒
の
幸
せ

を
最
優
先
に
、
生
徒
の
活
動
を
よ
り
良
い
も

の
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
結
果
、
教

員
の
働
き
方
改
革
も
進
む
よ
う
な
制
度
設
計

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

部
活
動
に
代
わ
る
地
域
の
活
動
と
は
？

部
活
動
に
代
わ
る
地
域
の
活
動
と
は
？

　
【
資
料
２
】は
、
休
日
に
学
校
で
部
活
動
が

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
際
の「
地
域
の
活
動
」の

全
体
像
で
す
。
生
徒
は
、
こ
の
表
に
示
さ
れ

た
活
動
の
中
か
ら
、
自
身
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
活
動
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
い
ず
れ
の
活
動
に
も
参
加
し
な
い
こ
と

も
可
能
で
す
。

地
域
運
動
部
活
動
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

地
域
運
動
部
活
動
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

　
現
在
各
地
域
で
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会

を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

実
情
に
応
じ
、
地
域
が
持
っ
て
い
る
資
源
を

生
か
し
た
、
地
域
運
動
部
活
動
の
実
施
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
平
日
の
学
校
部
活
動
と
連

携
し
た
活
動
と
し
て
、「
運
動
し
た
い
生
徒
す

べ
て
が
参
加
可
能
な
、
競
技
力
向
上
の
み
を

目
的
と
し
な
い
運
動
機
会
の
確
保
」を
目
的
と

し
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
市
町

村
競
技
協
会
等
が
運
営
す
る
活
動
で
す
。

　
そ
の
運
営
方
針
等
の
決
定
に
際
し
て
は
、

学
校
や
保
護
者
等
を
交
え
た
検
討
会
議
の
開

催
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
制
度
設
計
の
た
め
に
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
意
見
の
反
映
が
不
可
欠
で
あ

る
の
で
、
是
非
と
も
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
が
基
本
に
な
り
ま
す

受
益
者
負
担
が
基
本
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
学
校
部
活
動
は
学
校
教
育
の
一

環
と
し
て
無
償
で
提
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

地
域
移
行
後
は
学
校
の
活
動
で
は
な
く
な
る
た

め
、
指
導
者
の
報
酬
、
保
険
料
、
会
場
使
用
料
、

用
具
代
な
ど
に
つ
い
て
は
受
益
者
負
担
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
負
担
に
見
合
っ
た
活
動

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
等
が
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
受
益
者
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
運
動
機
会
を
奪
わ
れ
る
生
徒
が
出
て

く
る
こ
と
は
防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー

ツ
庁
は
今
後
、
必
要
な
財
政
支
援
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
部
活
動
の
現
状
は
？

学
校
部
活
動
の
現
状
は
？

　
教
員
の
働
き
方
改
革
に
伴
う
業
務
の
精
選

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
ほ
と
ん
ど
の

中
体
連
主
催
大
会
は
夏
の
全
国
大
会
に
向
け

た
予
選
会
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
秋
以
降

の
部
活
動
は
、
活
動
が
極
め
て
制
限
さ
れ
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
の
時
期
、
多
く
の
学

校
で
平
日
の
活
動
時
間
は
１
時
間
程
度
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
も
う
少
し
活
動
し

た
い
、
専
門
的
な
指
導
を
受
け
た
い
と
い
う

生
徒
の
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
た
め
、
学
校

部
活
動
と
並
行
し
て
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
等
へ
の
参
加
者
が
増
え
、
活
動
が
活
性
化

す
る
な
ど
、
徐
々
に
地
域
移
行
が
始
ま
っ
て

い
る
様
子
も
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
先
行

的
に
地
域
運
動
部
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

市
町
村
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

最
後
に
最
後
に

　
今
回
の
部
活
動
改
革
の
流
れ
で
は
、
教
員

の
働
き
方
改
革
が
前
面
に
出
さ
れ
た
こ
と
、

受
益
者
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
、
ま
た
急
激

な
変
革
と
な
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
皆
様
に
は
少
な
か
ら
ず
違
和
感
や
不
安
感

を
お
持
ち
で
あ
る
と
拝
察
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多

く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
生
徒
目
線
で
、
生
徒
の
幸
せ
を
実

現
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
中
学
生
の
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
各
地
域
に
お
け
る
検
討
状
況
や
準

備
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
各

市
町
村
教
育
委
員
会
か
ら
情
報
が
発
信
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

休
日
の
部
活
動
の
段
階
的
な

地
域
移
行
に
つ
い
て

新
潟
県
教
育
庁 

保
健
体
育
課 

学
校
体
育
指
導
係 
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●�

令
和
５
年
度
か
ら
、
学
校
の
部
活
動
は
な
く
な

る
の
で
す
か
？

　

�　

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
準
備
が
で
き
た
地
域
、

種
目
か
ら
、
徐
々
に
休
日
の
学
校
部
活
動
を
地

域
の
活
動
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

●�「
地
域
の
活
動
」と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
？

　

�　

既
存
の
、
民
間
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム（
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
な
ど
）、
地
域
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
、
県
協
会
等
の
活
動
に
加
え
、
平
日
の

部
活
動
と
連
携
し
、
教
育
委
員
会
が
学
校
や
保

護
者
等
と
一
緒
に
運
営
方
法
等
を
決
定
す
る

「
地
域
運
動
部
活
動
」が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

か
ら
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●�「
地
域
運
動
部
活
動
」で
保
護
者
の
負
担
は
増
え

ま
す
か
？

　

�　
学
校
の
活
動
で
な
く
な
る
た
め
、
保
険
料
や

指
導
者
の
謝
金
等
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
受
益

者
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
場
所
へ
の

送
迎
や
交
通
費
の
負
担
も
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
負
担
に

応
じ
た
満
足
度
の
高
い
活
動
と
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●�

地
域
の
活
動
に
は
必
ず
参
加
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
か
？

　

�　
参
加
す
る
か
し
な
い
か
は
自
由
で
す
。
ま
た
、

平
日
の
部
活
動
と
異
な
る
種
目
に
参
加
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

●�

休
日
の
活
動
が
地
域
で
の
活
動
と
な
っ
た
場

合
、
大
会
参
加
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

　

�　
現
在
、
中
体
連
主
催
大
会
は
学
校
単
位
で
の

参
加
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度

に
向
け
、
中
体
連
は
合
同
チ
ー
ム
や
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
単
位
で
の
参
加
の
可
否
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

●�

地
域
の
活
動
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
指
導
す

る
の
で
す
か
？

　

�　
指
導
者
資
格
や
教
員
免
許
を
も
っ
て
い
る
指

導
者
、
一
定
程
度
の
研
修
会
を
受
講
し
た
指
導

者
、
及
び
地
域
で
の
活
動
の
指
導
を
希
望
す
る

教
員
等
が
指
導
し
ま
す
。

●
文
化
部
も
地
域
に
移
行
す
る
の
で
す
か
？

　

�　
文
化
部
も
、
運
動
部
と
同
様
に
、
段
階
的
に

地
域
の
活
動
に
移
行
し
ま
す
。

【
Ｑ
＆
Ａ
】

【
Ｑ
＆
Ａ
】

【資料2】

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革 概要

持続可能な部活動と教師の負担軽減の両方を実現できる改革が必要

部活動は必ずしも教師が担う必要のない業務であることを踏まえ、部活動改革の第一歩として、休日に
教科指導を行わないことと同様に、休日に教師が部活動の指導に携わる必要がない環境を構築
部活動の指導を希望する教師は、引き続き休日に指導を行うことができる仕組みを構築
生徒の活動機会を確保するため、休日における地域のスポーツ・文化活動を実施できる環境を整備

改革の方向性

※ 以上の取組は、主として中学校を対象とし、高等学校においても同様の考え方を基に取組を実施。
※ 私立学校は、以上に示した公立学校の取組を参考に、教師の負担軽減を考慮した適切な指導体制の構築に取り組むことが望ましい。

具体的な方策
Ⅰ．休日の部活動の段階的な地域移行（令和5年度以降、段階的に実施）

Ⅱ．合理的で効率的な部活動の推進

休日の指導や大会への引率を担う地域人材の確保
（育成・マッチングまでの民間人材の活用の仕組みの構築、兼職兼業の仕組みの活用）
保護者による費用負担、地方自治体による減免措置等と国による支援
拠点校（地域）における実践研究の推進とその成果の全国展開

地域の実情を踏まえ、都市・過疎地域における他校との合同部活動の推進
地理的制約を越えて、生徒・指導者間のコミュニケーションが可能となるＩＣＴ活用の推進
主に地方大会の在り方の整理（実態の把握、参加する大会の精選、大会参加資格の弾力化等）

部活動は、教科学習とは異なる集団での活動を通じた人間形成の機会や、多様な生徒が活躍できる場である。
一方、これまで部活動は教師による献身的な勤務の下で成り立ってきたが、休日を含め、長時間勤務の要因であることや、
指導経験のない教師にとって多大な負担であるとともに、生徒にとっては望ましい指導を受けられない場合が生じる。
中教審答申や給特法の国会審議において「部活動を学校単位から地域単位の取組とする」旨が指摘されている。

部活動の意義と課題

【資料1】

休日の部活動の地域移行後の、中学生の運動機会

活活動動のの種種類類（（運運営営主主体体）） 活活動動のの目目的的 予予想想さされれるるメメリリッットト・・デデメメリリッットト

民間のクラブチーム
（アルビ、ＪＳＳなど）

◇選手コース
◇トップチーム

競技力向上

【メリット】
プロ指導者による専門的指導の下
での競技力向上
【デメリット】
・経済的負担大
・時間的負担大
・地域間格差大◇普及クラス 運動機会の確保

地域のクラブチーム
（スポ少、市町村協会、ＮＰＯ、町道場など）

競技力向上
＞運動機会確保

【メリット】
地域での活動のため移動等の負担
が比較的委少ない
【デメリット】
ニーズに応える活動がない可能性

県協会主催の活動

◇国体強化
◇年代別強化

競技力向上

【メリット】
学校部活動から独立した強化活動
が可能
【デメリット】
移動手段の確保が困難

◇普及 人材発掘
＞競技力向上

【メリット】
中体連競技（種目）以外の普及が
可能
【デメリット】
移動手段の確保が困難

地域運動部活動
市町村教育委員会が中心に、運営主体（総合型
地域ＳＣ、スポ少、市町村協会等）と連携した
制度設計。兼職兼業による教員の指導可。

運動機会確保
＞競技力向上

本年度実施の、国事業のモデル地
域において検証

⇒

の
位
置
の
ご
確
認
願
い
ま
す
。

参考資料2




